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９００ラウンドは、６０、５０、４０mの各距離で１２
２cm標的面を使用し、各３０射する。

4

複合ラウンドは、…（後略） （第４部　４０９条１項へ移動）

フォレストラウンドは、１２、１６、２０または２４個
の標的を使用し、１標的に３射まで行射する。

【削除】

【追加】
各プールの１回戦は、そのプールの最下位の２
名の競技者が対戦する。６標的を行射した時点
で最高得点の競技者が次の対戦に進み、その
プールの次の競技者と対戦する。

アローヘッドラウンドは、…（後略） （第４部　４１０条１項へ移動）

フィールドラウンドは、１２、１６、２０または２４個
の標的を使用し、１標的に３射する。標的は、こ
の種目の伝統にのっとり、地形に応じて照準や
行射が困難になるように、コースに沿って配置
する。標的までの距離は、本条５～７項に従っ
て設置する。コースは、すべてマークまたはア
ンマークでもよく、またはマークとアンマークの
組み合せでもよい。任意の数の歩み寄りやファ
ンショットの標的を設けてもよい。

コンパンウンド５０mラウンドは、距離５０mで８０
cm６リング標的面を使用し、７２射する。

（第４部　４０６条１項へ移動）

（公社）全日本アーチェリー連盟　競技部

 イリミネーションラウンドの１回戦は各カテゴ
リーの予選ラウンドの上位１６名が出場し、競
技者は、マーク１２標的を１標的につき３射ずつ
行射する（距離は本条８項イリミネーションラウ
ンドのユニット表参照）。イリミネーションラウン
ドの２回戦は１回戦の上位８名が出場し、マー
ク８標的を１標的につき３射ずつ行射する。ただ
し、予選ラウンドの通過者を８名としてイリミ
ネーションラウンドの１回戦を省略、または通過
者を４名としてイリミネーションラウンドの１～２
回戦を省略することができる。

イリミネーションラウンドは、プールごとの対戦
の勝ち上がりによって行　う。予選ラウンドの１
位と２位の競技者は自動的に準決勝戦に進
む。３～２２位の競技者は５名ずつの４つのプー
ルで対戦を行い、残り２名の準決勝進出者を決
定する。
ただし、予選ラウンドの通過者を制限すること
ができる。または通過者を４名としてイリミネー
ションラウンドを省略することができる。

【追加】
プールＡの勝者はプールＢの勝者と、プールＣ
の勝者はプールＤの勝者と対戦し、準決勝戦へ
の進出者を決定する。
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コンパンウンド５０mラウンドは、距離５０mで８０
cm標的面または８０㎝６リング標的面を使用
し、７２射する。

【追加】
ダブル７０mラウンド（リカーブ）は、前項の７０m
ラウンドを２回、連続して行う。

2018～2019年版

予選ラウンドは、各２４標的のフィールドラウンド
を２回行い、１日目はアンマークで、２日目に
マーク（ロングコース）で行う。…（後略）

予選ラウンドは、各２４標的のフィールドラウンド
を２回行い、１日目はアンマークで、２日目に
マークで行う。…（後略）

【追加】
イリミネーションの対戦は、６標的で行う。マーク
の標的を使用し、競技者は同時に行射する。

【追加】
コンパウンドダブル５０mラウンドは、前項のコン
パウンド５０mラウンドを２回、連続して行う。
【追加】
ダブル６０mラウンド（リカーブ：キャデットおよび
マスター）は、前項の６０mラウンドを２回、連続
して行う。

フィールドラウンドは、１２、１６、２０または２４個
の標的を使用し、１標的に３射する。標的は、こ
の種目の伝統にのっとり、地形に応じて照準や
行射が困難になるように、コースに沿って配置
する。標的までの距離は、第１２５条１項（９）お
よび（10）従って設置する。コースは、すべて
マークまたはアンマークでもよく、またはマーク
とアンマークの組み合せでもよい。任意の数の
歩み寄りやファンショットの標的を設けてもよ
い。

(4)

【追加】
競技者は同じ競技会の異なる部門に参加する
ことができるが、その競技者を考慮して競技会
のプログラムが修正されることはない。

フィールドアーチェリー（第３部を参照）
選手権大会として
・リカーブ部門
・コンパウンド部門
・ベアボウ部門
レクリエーションラウンドとして
・ロングボウ部門
・インスティンクティブボウ部門

フィールドアーチェリー（第３部を参照）
選手権大会として
・リカーブ部門
・コンパウンド部門
・ベアボウ部門
レクリエーションラウンドとして
・ロングボウ部門
・インスティンクティブボウ部門
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ファイナルラウンドはイリミネーションラウンドの
２回戦における各カテゴリーの上位各４名の競
技者が、１標的につき３射ずつ、４個のマーク標
的による２マッチ（準決勝戦、メダルファイナル）
を行う。

準決勝戦では、準々決勝戦の１位および２位の
競技者が左側の行射位置から行射する。

4

団体戦ファイナルラウンドは、各種別の勝ち上
がった４チーム（各部門から１名の競技者）が出
場する。

予選ラウンドは、２４個のアンマーク標的からな
る２つの３Ｄラウンドからなる。

３Ｄ選手権ラウンドは、個人戦は２回の予選ラ
ウンド（クォリフィケーションラウンド）、２回のイ
リミネーションラウンドおよびファイナルラウンド
からなり、団体戦はイリミネーションラウンドおよ
びファイナルラウンドからなる。

●　ファイナルラウンドでは、高順位競技者が
左側の行射位置から行射する。

●　準決勝戦では、プールＡＢの勝者（競技者Ａ
Ｂ）が２位の競技者と、プールＣＤの勝者（競技
者ＣＤ）が１位の競技者と対戦する。対戦の勝
者はゴールドメダルマッチに、敗者はブロンズメ
ダルマッチに進む。準決勝戦において、４名の
競技者が一つのグループで行射する場合、競
技者ＡＢと２位の競技者の対戦がすべての標的
で先に行射し、もう１組の対戦が２組目として行
射する。…(後略）

【追加】
競技者が２２名より少ない場合、全員がイリミ
ネーションラウンドに進み、プールに振り分けら
れる。

●　第1標的で、高順位チームが先攻、後攻を
決定する。その後の標的では、合計得点の低
いチームが先に行射する。同点の場合、開始
時に先攻したチームが先に行射する。

標的は、地形の変化を最大限に利用して配置
する。第1標的で、高順位チームが先攻、後攻
を決定する。その後の標的では、合計得点の
低いチームが先に行射する。同点の場合、開
始時に先攻したチームが先に行射する。

113

(7)

 団体戦ファイナルラウンド各種別の上位４チー
ム（各部門から１名の競技者）が出場する。

団体戦イリミネーションラウンドは、各種別の上
位８チーム（各部門から1名の３競技者）が出場
する。

ファイナルラウンドはイリミネーションラウンドの
２回戦における各カテゴリーの上位各４名の競
技者が、１標的につき３射ずつ、４個のマーク標
的による２マッチ（準決勝戦、メダルファイナル）
を行う。

団体戦イリミネーションラウンドは、各種別の上
位８チーム（各部門から1名の３競技者）が準々
決勝戦の４標的を行射する。

競技者が２２名より少ない場合、全員がイリミ
ネーションラウンドに進み、プールに振り分けら
れる。

イリミネーションの対戦は、６標的で行う。マーク
の標的を使用し、競技者は同時に行射する。

 ファイナルラウンドは、各カテゴリーの上位各４
名の競技者が、１標的につき３射ずつ、４個の
マーク標的による２マッチ（準決勝戦、メダル
ファイナル）を行う。

(4)

 各プールの１回戦は、そのプールの最下位の
２名の競技者が対戦する。６標的を行射した時
点で最高得点の競技者が次の対戦に進み、そ
のプールの次の競技者と対戦する。
プールＡの勝者はプールＢの勝者と、プールＣ
の勝者はプールＤの勝者と対戦し、準決勝戦へ
の進出者を決定する。

2

【追加】
３Ｄラウンドは、２４個のアンマーク標的を使用
し、１標的に２射する。標的は、コースの中で照
準や行射に伝統的な鍛錬が要求されるように、
挑戦的になるように配置する。標的までの距離
は、第１２７条１項（７）によって設置する。

●　準決勝戦では、１位の競技者が４位の競技
者と、２位の競技者が３位の競技者と対戦す
る。対戦の勝者はゴールドメダルマッチに、敗
者はブロンズメダルマッチに進む。４名の競技
者は、同じグループとなって審判員とともにコー
スを回る。準決勝戦は２位と３位の競技者の対
戦が常に先に行射する。それに続き１位と４位
の競技者の対戦を行う。…(後略）

イリミネーションラウンドは、プールごとの対戦
の勝ち上がりによって行う。予選ラウンドの１位
と２位の競技者は自動的に準決勝戦に進む。３
～２２位の競技者は５名ずつの４つのプールで
対戦を行い、残り２名の準決勝進出者を決定す
る。

(4)

※　第113条の３Ｄラウンドは、改正に伴い全面的に記載順を全面的に整理し直しました。

(7)

2
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団体戦イリミネーションラウンド（準々決勝戦）
は、各種別の２回の予選ラウンドを通過した上
位８チームが８標的を行射する。チームは、コン
パウンド、ロングボウ、およびインスティンクティ
ブボウまたはベアボウからの各1名の競技者で
構成する。チーム順位は、各カテゴリーの第２
予選ラウンド後の最高得点競技者による（イン
スティンクティブボウおよびベアボウの両部門
で競技している場合、高得点部門が対象とな
る）。
●　チームは、各カテゴリーの第２予選ラウンド
後の個人成績により団体順位が決められ、これ
によりマッチプレイチャートに割り当てられる。

113

●　ファイナルラウンドでは、高順位競技者が
左側の行射位置から行射する。

●　第１標的では、高順位チームが先攻、後攻
を決定する。その後の標的では、合計得点の
低いチームが先に行射する。同点の場合、開
始時に先攻したチームが先に行射する。

【記録の種類に次の３つを追加】
・ダブル７０mラウンド（１４４射）
・ダブル６０mラウンド（１４４射、キャデットおよ
びマスター）
・コンパウンドダブル５０mラウンド（１４４射）

(9)

●　第１マッチ：準決勝戦
 第１標的では、高順位チームが先攻、後攻を
決定する。その後の標的では、合計得点の低
いチームが先に行射する。同点の場合、開始
時に先攻したチームが先に行射する。各競技
者は、自分の部門のペグから１標的に１射す
る。
第２マッチ：メダルファイナル
対戦の勝利チームはゴールドメダルマッチに、
敗退チームはブロンズメダルマッチに進む（メダ
ルファイナル）。メダルファイナルは、４標的を追
加して行う。

ファイナルラウンドでは、各カテゴリーの競技者
は次の順序で開始する。
・ロングボウ女子
・ロングボウ男子
・インスティンクティブボウ女子
・インスティンクティブボウ男子
・ベアボウ女子
・ベアボウ男子
・コンパウンド女子
・コンパウンド男子
またはすべての部門の女子が先に行射し、そ
の後に男子が行射する。

団体戦ファイナルラウンドは、団体戦イリミネー
ションラウンドの各カテゴリーの上位各４チーム
が進出し、４個のマーク標的による２マッチ（準
決勝戦、メダルファイナル）を行う。

(7)

(8)

2

●　各競技者は、自分の部門のペグから、１標
的に１射する（マッチプレイチャートを参照）。各
マッチの勝利チームは、団体戦ファイナルラウ
ンドに進出する。

●　準決勝戦では、プールＡＢの勝者（競技者Ａ
Ｂ）が２位の競技者と、プールＣＤの勝者（競技
者ＣＤ）が１位の競技者と対戦する。対戦の勝
者はゴールドメダルマッチに、敗者はブロンズメ
ダルマッチに進む。準決勝戦において、４名の
競技者が一つのグループで行射する場合、競
技者ＡＢと２位の競技者の対戦がすべての標的
で先に行射し、もう１組の対戦が２組目として行
射する。メダルファイナルでは、ブロンズメダル
マッチの対戦がすべての標的で最初に行射し、
その後ゴールドメダルマッチの行射を行う。

団体戦では、シューティングラインの手前１m
に、明瞭なラインを設置する。

団体戦では、シューティングラインの手前１m
に、明瞭なラインを設置する。
このラインは、３cm以上の幅とする。
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(7) (7)c　３Ｄ標的は、それぞれ１１／１０-リングを持
つ、以下の４グループに分けられる。
上記のそれぞれのグループの１１／１０-アニマ
ル標的から４～８個の標的を各コースで使用す
る。

イリミネーションラウンドのユニット（マークのみ）

124 2

マークコースのユニット（ショートコース-その他
の大会）

アカデミックラウンド　ヒット／ミス標的面
…（後略）

マークコースのユニット（ロングコース）

127

【追加】
２０cmおよび４０cm標的面は、競技者がどの標
的面もしくは列を射つかが明らかであれば、ど
のような角度で設置してもよい。

小動物（グループ４）は、２個のアニマル標的を
並べて設置する。左側の競技者は左の標的
を、右側の競技者は右の標的を行射する。

小型の標的は、主催者は２個または４個の標
的を並べて設置する。

アニマル標的は、競技者から全身が見えるよう
に設置する。

標的は、競技者から全体が見えるように設置す
る。
ｃ　３Ｄ標的は、種々の大きさのものが使用され
る。コースは、それぞれの大きさに応じた適切
な距離に標的を設置しなければならない。
【標的の種類の表を削除】

５つ目の●
視覚による時間管理装置は、…(中略)…、
シューティングラインから２５m以内の任意の距
離に設置する。

124

アンマークコースのユニット
（アンマークコースの表をここへ移動）

2アウトドアの標的面は、以下の４種類である。
●　１２２cm標的面（直径：１２２cm）
●　８０cm標的面（直径：８０cm）
●　８０cm-６リング標的面（５～１０点の得点
帯、複数設置）
●　アカデミックラウンド　ヒット／ミス標的面

【削除】

ｃ　４枚および２枚の縦三つ目標的面の設置
(前略）…得点帯間の距離は２列目と３列目の
間は最小１０cmとし、１列目と２列目、および３
列目と４列目の間は最小２cmとする。

すべての標的には連続する番号が付けられ
る。番号は、文字の高さが２０cm以上で、黄色
地に黒色文字または黒色地に黄色文字とし、そ
の標的のシューティングペグの手前５～１０mに
設置する。
(前略）…行射中のグループの他の競技者は、
必要に応じて日陰を作ってやるために番号板よ
り前方に進むことができる。…（後略）

イリミネーションラウンド１回戦は１２標的。
イリミネーションラウンド２回戦は８標的。

アウトドアの標的面は、以下の４種類である。
●　１２２cm標的面（直径：１２２cm）
●　８０cm標的面（直径：８０cm）
●　８０cm-６リング標的面（５～１０点の得点
帯、複数設置）
●　アカデミックラウンド　ヒット／ミス標的面

ｃ　４枚および２枚の縦三つ目標的面の設置
(前略）…得点帯間の距離は２列目と３列目の
間は最小１０cmとし、１列目と２列目、および３
列目と４列目の間は最大２cmとする。
５つ目の●
視覚による時間管理装置は、…(中略)…、
シューティングラインから３０m以内の任意の距
離に設置する。

1 127 1

本連盟が主催または公認する競技会のコース
は、競技開始の前日までに検査を受ける準備
ができていなければならない。

マークコースのユニット
（マークコースの表をここへ移動）

ファイナルラウンド（および団体戦１／４ファイナ
ル）
準決勝戦とメダルファイナルは、それぞれの対
戦でマーク４標的とする。ファイナルラウンドで
は、標的は主催者が会場、地形およびその状
態を考慮して配置することができる。すべての
大きさの標的面（２０／４０／６０／８０）を使用
し、短距離、中距離、長距離を組み合せて配置
しなければならない。
【ファイナルラウンドの表を削除】
すべての標的には１から２４の連続する番号が
付けられる。番号は、競技者からはっきり見え
るようにし、はっきりと標的番号が確認できるよ
うにする。その標的のシューティングペグの手
前５～１０mに設置する。
(前略）…行射中のグループの他の競技者は、
必要に応じて日陰を作る、またはスポッティング
するために番号板より前方に進むことができ
る。…（後略）

ファイナルラウンドのユニット（および団体戦１
／４ファイナル）
マーク８標的。準決勝戦では、標的は主催者の
意向で配置できるが、メダルファイナルでは、最
終標的が最長距離になるように設置する。

本連盟が主催または公認する競技会のコース
は、競技開始の最低１６時間前までに検査を受
ける準備ができていなければならない。

125
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標的面の仕様
（前略）…
標的面の地の色は白色とする。黄色帯は２つ
の得点帯に分けられる。
…（中略）…

標的面の仕様
（前略）…
標的面の地の色は白色とする。黄色帯は２つ
の得点帯に分けられる。
…（中略）…
黄色帯と黒色帯の間に分割線はない。
…（後略）
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イリミネーションラウンド
イリミネーションラウンドは、各対戦でマーク6標
的とする。それらの6標的は、すべての大きさの
標的面（２０／４０／６０／８０）の組み合せとし、
全ての距離（短距離、中距離、長距離）とする。
主催者は、会場、地形およびその状態を考慮し
てコースを配置する。
【イリミネーションラウンドの表を削除】

8

112 アンマークコースのユニット

(11)

【ショートコースの表とその記述を削除】
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第２章　ターゲットアーチェリー
条 項 条 項

1

2

3

(1)

201

202 2028 指サック、グラブ、またはシューティングタブまた
はテープ（絆創膏）のような指の保護具を、弦を
引き、リリースするために使用することができ
る。ただし、これらに、弦を引き、リリースの助け
となる装置が付いていてはならない。アンカーリ
ングのために、指の保護具（タブ）に設けたアン
カープレートまたは同様の装置は使用すること
ができる。
矢を挟み付けないために指の間に設けたセパ
レーター（カウンターピンチ）は使用することが
できる。…（後略)

8

次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、ベ
ルトクィーバー、グランドクィーバー、リムセー
バー、地上から１cm以下の高さのフットマー
カー。…（中略）…電気または電子によらない風
向表示装置（軽いひも状のもの）を用具に付着
してもよく、ウェイティングライン後方では電子
風向表示装置を使用しても良い。

1010
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本連盟が主催または公認する競技会のコース
は、競技開始の前日までに検査を受ける準備
ができていなければならない。
３Ｄアニマル標的面
コースはアンマークのみとする。３Ｄアニマル標
的が使用される。標的は、種々の大きさの様々
な動物を立体的に形成したものである。使われ
る動物の数、それぞれの大きさおよび得点帯の
寸法に一定の基準はない。分割線は高い得点
帯に含まれる。
動物の色彩は、その動物によって異なる。

本章では、競技者が競技会で使用することがで
きる用具について定める。本競技規則に適応し
た用具を使用することは競技者の責任である。
本競技規則に違反する用具の使用が発見され
た競技者は、得点のすべてを失う。本章では、
まず、それぞれの部門の規則を示し、その後、
すべての部門に共通する規則を示す。
第１９章のパラアーチェリーに定める用具に関
する規則は、パラアーチェリーにのみ適用さ
れ、本章と齟齬がある場合、第１９章の内容が
優先される。

201

すべての標的には１から２４の連続する番号が
付けられる。番号は、競技者からはっきり見え
るようにし、はっきりと標的番号が確認できるよ
うにする。その標的のシューティングペグの手
前５～１０mにアニマル標的の絵と共に設置す
る。
ａ　この番号板は、行射の順番を待つ後続グ
ループの競技者の待機場所を兼ねる。行射中
のグループの他の競技者は、必要に応じて日
陰を作る、またはスポッティングするために番
号板より前方に進むことができる。待機場所は
シューティングペグにいる競技者が確認できる
位置に設置する。
本連盟が主催または公認する競技会の３Ｄ
コースは、競技開始の最低１６時間前までに検
査を受ける準備ができていなければならない。

すべての標的には連続する番号が付けられ
る。番号は、文字の高さが２０cm以上で、黄色
地に黒色文字または黒色地に黄色文字とし、そ
の標的のシューティングペグの手前５～１０mに
アニマル標的の絵と共に設置する。
ａ　この番号板は、行射の順番を待つ後続グ
ループの競技者の待機場所を兼ねる。待機場
所はシューティングペグにいる競技者が確認で
きる位置に設置する。

３Ｄ標的面
コースはアンマークのみとする。３Ｄ標的が使用
される。標的は、種々の大きさの様々な物を立
体的に形成したものである。使われる標的の
数、それぞれの大きさおよび得点帯の寸法に
一定の基準はない。分割線は高い得点帯に含
まれる。
標的の色彩は、その標的によって異なる。

5つ目の●
角、蹄、色彩のある体の部位の外側、標的をか
すめた矢または標的から外れた矢はＭ（ミス）と
採点する。鳥の標的の尾または翼に当たった
矢は得点の対象となる。角または蹄を貫通した
が、得点帯に触れている矢は、触れた得点帯
で採点する。角または蹄を貫通したが、得点帯
に触れていない矢は、Ｍ（ミス）と採点する。

5つ目の●
角、蹄またはその他の指定された非得点帯、色
彩のある体の部位の外側、標的をかすめた矢
または標的から外れた矢はＭ（ミス）と採点す
る。鳥の標的の尾または翼に当たった矢は得
点の対象となる。角、蹄またはその他の指定さ
れた非得点帯を貫通したが、得点帯に触れて
いる矢は、触れた得点帯で採点する。角、蹄ま
たはその他の指定された非得点帯を貫通した
が、得点帯に触れていない矢は、Ｍ（ミス）と採
点する。
標的の絵
シューティングペグの約５～１０m手前に、その
標的の形および得点帯の位置を描いた標的の
絵を掲示する。

動物の絵
シューティングペグの約５～１０m手前に、その
標的の動物の形および得点帯の位置を描いた
動物の絵を掲示する。

この条項は、競技者が競技会で使用することが
できる用具について定める。
審判員の検査を受けていない用具を使用する
必要が生じたときには、競技者は、自分の責任
において、使用前にその用具を審判員に提示
して検査を受けなければならない。
本競技規則に違反する用具の使用が発見され
た競技者は、得点のすべてを失う。

次の用具は使用することができる。

指用のテープ（絆創膏）、シューティンググラブ
（手首のストラップを認める）、シューティングタ
ブのような指の保護具またはこれらを組み合わ
せたものを、弦を引き、リリースするために使用
することができる。ただし、これらに、弦を引き、
リリースの助けとなる装置が付いていてはなら
ない。
指の保護具として、アンカーリングのためのア
ンカープレート、親指または弦を引く指以外の
ための指用のレスト、保護具を指に固定するた
めに指の周りに巻く指用ストラップ、矢を挟み付
けないために指の間に設けたセパレーター、タ
ブの素材、構造を固定するためのタブプレート、
手の位置を一定にするためのプレートエクステ
ンションは使用することができる。指の保護具
は、どのような構造、素材でもよい。指の保護
具のいかなる部分も親指と指の間を含む手の
部分および手首の位置より小さくなくてはなら
ず、手首の動きを制限するものであってはなら
ない。…（後略)
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(前略）…
スコアラーは、競技者のスコアカードにそのエン
ドに的中した矢（場合によって３射、６射）の得
点を記載する。その後、審判員は、最高得点を
削除し署名する。

(前略）…
スコアラーは、競技者のスコアカードにそのエン
ドに的中した矢（場合によって３射、６射）の得
点を記載し、最高得点を削除する。審判員と当
該競技者はスコアカードに署名する。

205 205

202 202

203 203

206206

(2)

1 1

次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、ベ
ルトクィーバー、グランドクィーバー、リムセー
バー、地上から１cm以下の高さのフットマー
カー。…（中略）…電気または電子によらない風
向表示装置（軽いひも状のもの）を用具に付着
してもよく、ウェイティングライン後方では電子
風向表示装置を使用しても良い。

1010

用具故障、予期せぬ医学的な問題が発生した
場合、競技者は審判員にアピールすることに
よって、修理または交換、快復に必要な特別時
間が与えられるが練習は許されない。医学的な
問題については、医師の判定を必要とする。
ただし、補充矢を行射する時間は最大１５分（１
５分以内で決められた時間）とし、最も早い機会
に所定の本数を審判員立ち会いのもとで行射
する。
この行射は通常の行射手順および行射時間に
従って行う。制限時間内に３本または６本を行
射し、矢取りを行い次の行射を行う。時間短縮
のために３本または６本を超えて行射すること
はできない。

競技会中（予選ラウンドの間）審判員によって
確認された用具故障、医師等によって確認され
た医学的な問題が発生した場合、修理、交換、
快復に必要な特別時間が与えられる。医学的
問題については、競技者が競技を続けるかどう
かを医師等が判断する。ただし、補充矢を行射
する時間は最大１５分（通常の行射手順および
行射時間による）とし、最も早い機会に所定の
本数を審判員立ち会いのもとで行射する。
ａ　用具故障が起こった場合、競技者はシュー
ティングラインから下がり、審判員を呼ぶ。

1３名の競技者が１個の標的に１名ずつ行射する
場合、行射の順序は、Ａ－Ｂ－Ｃ、Ｃ－Ａ－Ｂ、
Ｂ－Ｃ－Ａ、Ａ－Ｂ－Ｃとする。

【削除】

２名または３名の競技者が同時に行射する場
合、シューティングライン上の行射位置は競技
者番号の順とする。
マッチ戦を除き、シューティングライン上の行射
位置は、競技者相互の同意があれば変更して
もよい。ただし、その距離の開始前にその標的
の全競技者が審判員に報告しなければならな
い。

ケーブルガードは使用することができる。

コンパウンド部門では、以下の用具について規
定する。
電気的および電子的な装置でなければ、あら
ゆる形式の追加装置の使用が許される。

コンパウンド部門では、以下の用具について規
定する。
電気的および電子的な装置でなく、他の競技者
の妨げにならなければ、あらゆる形式の追加装
置の使用が許される。

アームガード、チェストガード、ボウスリング、
フィンガースリング、ベルトクィーバー、ヒップ
クィーバー、グランドクィーバー。…（中略）…電
気または電子によらない風向表示装置（軽いひ
も状のもの）を用具に付着してもよい。

コンパウンドボウは、シュートスルータイプでも
よく、プーリー、カムまたは両者の組み合せによ
るシステムによってドローウェイトが機械的に変
換されるものである。弓は、カム、弓のリムのス
トリングノックの間に、ケーブルまたは弦を直接
張り、あるいは偏心ホィールまたは適合するよ
うに特別に設計されたボウケーブルに接続して
使用する。電気的および電子的な装置は使用
することはできない。

コンパウンドボウは、シュートスルータイプでも
よく、プーリー、カムまたは両者の組み合せによ
るシステムによってドローウェイトが機械的に変
換されるものであって、ピークドローウェイトは、
６０ポンド以下とする。
弓は、２個のストリングノックの間に、１本の弦
を直接張り、あるいは偏心ホィールまたは適合
するように特別に設計されたボウケーブルに接
続して使用する。
ケーブルガードは使用することができる。　　ブ
レース付きのハンドル、スプリット・ケーブルは
使用することができる。ただし、それらが常に競
技者の手または手首に接してはならない。

ブレース付きのハンドル、スプリット・ケーブル
は使用することができる。ただし、それらが常に
競技者の手または手首に接してはならない。

弦は、その目的にかなった材質の原糸を使い、
好みの本数や色を合わせて作ることができる。
弦には、引き手の指またはリリースエイドを掛
けるためのセンターサービングを有する。弦に
は、ノッキングポイント（複数）を付けることがで
き、ここには、必要ならば、矢のノックをつがえ
るために追加のサービングを巻くことができる。
さらに、リップマークまたはノーズマーク、ピープ
ホール、ピープホールホールドインライン装置、
ループストリング等としてそれぞれ１個の付着
物を弦に付けることが許される。

弦（ボウストリング）は、どのような形状のものも
使用することができ、ノッキングポイントを付け
るためのサービングを巻くこと、また、リップマー
ク、ノーズマーク、ピープホール、ピープホール
ホールドインライン装置、Ｄループボウストリン
グ、ストリングサイレンサー、ボウストリングウェ
イト等を付着物として弦に付けることが許され
る。

ピークドローウェイトは、６０ポンド以下とする。

マッチ戦を除き、シューティングライン上の行射
位置は、競技者相互の同意があれば変更して
もよい。ただし、その距離の開始前にその標的
の全競技者が審判員に報告しなければならな
い。
同意が得られない場合、２名または３名の競技
者が同時に行射する場合、シューティングライ
ン上の行射位置は次の通りとする。
ａ　競技者Ａは左側から、競技者Ｂは右側から
行射する。
ｂ　競技者Ａは左側から、競技者Ｂは中央から、
競技者Ｃは右側から行射する。
ｃ　競技者ＡおよびＣは左側から、競技者Ｂおよ
びＤは右側から行射し、ＡＢとＣＤは交互に行射
する。
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個人戦の交互射ちのマッチ戦では、両競技者
はシューティングライン上に位置し１０秒経過
後、最初の競技者の２０秒の行射時間を合図
する１声の音響信号を与える。１射され得点が
表示された後、直ちに次の競技者が行射する
ための１声の音響信号を与え、両者がそれぞ
れ３射終了するまで交互に行射が続けられる。
ただし、２射目以降は、音響信号を略すことが
できる。

個人戦の交互射ちのマッチ戦では、両競技者
はシューティングライン上に位置し１０秒経過
後、最初の競技者の２０秒、パラアーチェリーの
競技会では３０秒の行射時間を合図する１声の
音響信号を与える。１射され得点が表示された
後、または制限時間が経過した後、直ちに次の
競技者が１射行射するためのカウントダウン式
の時計が動き始め、２０秒または３０秒の行射
時間を表示する。両者がそれぞれ３射終了する
まで交互に行射が続けられる。競技者が行射
を終了する前に、確実にそのマッチに勝てない
と判断した場合、行射をやめてシューティングラ
インから下がって相手の勝利を称えることがで
きる。
制限時間が終了したとき、音響信号が次の競
技者またはチームに与えられ、その競技者また
はチームの制限時間の開始またはそのエンド
またはセットの終了を示す。

（前略）…また跳ね返り矢または貫通矢が発生
し、標的面に２個以上の印のない的中孔がある
場合、最低得点帯にある的中孔をその競技者
の得点とする。

（前略）…また跳ね返り矢または貫通矢が発生
し、標的面に２個以上の印のない的中孔がある
場合、当該矢の点数を示す確かな証拠がある
場合を除き、最低得点帯にある的中孔をその
競技者の得点とする。

ｂ　個人戦のとき
ⅰ　得点による１射のシュートオフを行う。
ⅱ　同点の場合、中心に近い矢により決定す
る。
これでも順位が決まらない場合、中心に最も近
い矢による１射のシュートオフを順位が決定す
るまで続ける。

ｂ　個人戦のとき
ⅰ　得点による１射のシュートオフを行う。
【追加】
ⅱ　１射目のシュートオフの矢が両競技者とも１
０（リカーブ）またはＸ（コンパウンド）の場合、タ
イとみなし、マッチを決着するために２射目の
シュートオフを行う（インドアを除く）。　　ⅲ　同
点の場合、中心に近い矢により決定する。
これでも順位が決まらない場合、中心に最も近
い矢による１射のシュートオフを順位が決定す
るまで続ける。

【追加】
同じ競技場で同時に２つ以上の交互射ちのマッ
チが行われている場合、競技の開始を除き、そ
れぞれの行射の開始を示す音響信号は与えら
れない。

(2)

マルチ標的面（８０cm６リング）使用するときに
は、下記により行射する。
ａ　１個の標的に３名の競技者のときには、競技
者Ａは下段左側の標的面を、競技者Ｂは上段
の標的面を、競技者Ｃは下段右側の標的面を
使用する。
ｂ　１個の標的に４名の競技者のときには、競技
者Ａは上段左側の標的面を、競技者Ｂは上段
右側の標的面を、競技者Ｃは下段左側の標的
面を、競技者Ｄは下段右側の標的面を使用す
る。

同意が得られない場合、マルチ標的面を使用
するときには、下記により行射する。
ａ　２個の標的面に２名の競技者のときには、競
技者Ａは左側の標的面を、競技者Ｂは右側の
標的面を使用する。
ｂ　３個の標的面に３名の競技者のときには、競
技者Ａは下段左側の標的面を、競技者Ｂは上
段の標的面を、競技者Ｃは下段右側の標的面
を使用する。
ｃ　４個の標的面に４名の競技者のときには、競
技者Ａは上段左側の標的面を、競技者Ｂは上
段右側の標的面を、競技者Ｃは下段左側の標
的面を、競技者Ｄは下段右側の標的面を使用
する。
ｄ　４枚の４０cm縦三つ目標的が使用される場
合、競技者Ａは左から第１列の標的面を、競技
者Ｂは左から第３列の標的面を、競技者Ｃは左
から第２列の標的面を、競技者Ｄは左から第４
列の標的面を行射し、ＡＢとＣＤは交互に行射
する。
インドアマッチラウンド団体戦で、三角三つ目標
的面が使用される場合、各競技者は２本の矢
をどのような順番で行射してもよく、それぞれの
矢を違う標的面に行射する。
【追加】
チームは、予選ラウンドの上位３名の競技者
（ミックス戦は２名）で構成する。ただし、チーム
の監督は競技開始１時間前までにＤＯＳまたは
審判長に書面で通知することにより、予選ラウ
ンドに出場した他の競技者と交代させることが
できる。メダルは、予選ラウンドではなく、団体
戦に出場した競技者のみに授与する。これに違
反したチームは失格となる。

1
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１つ目の●
原理的に容認され得るもので、「車椅子」という
言葉に適合していれば、どのような形式の車椅
子（４個を超える車輪がないことを前提に）も使
用できる。

１つ目の●
原理的に容認され得るもので、「車椅子」という
言葉に適合していれば、どのような形式の車椅
子も使用できる。

222 2220 2

【追加】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
ラス分け委員のハンドブックは随時改定され、
クラス分け委員会によって承認し、バイローに
記載される。

４つ目の●
椅子の垂直背もたれの主要部分から前方に伸

びて体を支える部位は、１００㎜以上あってはな

らず、競技者の脇の下１１０㎜を超えてはならな

い。

４つ目の●
椅子の垂直背もたれの主要部分から前方に伸

びて体を支える部位は、１００㎜以上あってはな

らず、競技者の脇の下１１０㎜より下でなけれ

ばならない。

211

競技中は、女子はスカート、キュロットスカート、
スポーツスラックスまたはショートパンツ、およ
び長袖あるいは半袖シャツ（襟付き）の着用（両
肩からそれぞれ体の前面と背中がカバーされ
ているもの）が求められる。女子の上着は、フル
ドローの際、上半身を覆うものでなくてはならな
い。

競技中は、女子はスカート、キュロットスカート、
スポーツスラックスまたはショートパンツ、およ
び長袖あるいは半袖シャツ（襟付き）の着用（両
肩からそれぞれ体の前面と背中がカバーされ
ているもの）が求められる。女子の上着は、フル
ドローの際、上半身を覆うものでなくてはならな
い。

男子は、スポーツスラックスまたはショートパン
ツ、および長袖あるいは半袖シャツ（襟付き）の
着用が求められる。男子の上着は、フルドロー
の際、上半身を覆うものでなくてはならない。

男子は、スポーツスラックスまたはショートパン
ツ、および長袖あるいは半袖シャツ（襟付き）の
着用が求められる。男子の上着は、フルドロー
の際、上半身を覆うものでなくてはならない。

セーター、カーディガンの着用は許される。Ｔ
シャツは加盟団体、所属団体の公式ユニフォー
ムに限り認められる。

Ｔシャツは加盟団体、所属団体の公式ユニ
フォームに限り認められる。

オリンピックラウンドでは、練習場は、競技会場
に並んで設置することができ、イリミネーション
ラウンドおよびファイナルラウンドでは、競技者
は競技中でもここで練習することができる。

オリンピックラウンド、コンパウンドマッチラウン
ドおよびインドアマッチラウンドでは、練習場
は、競技会場に並んで設置することができ、イ
リミネーションラウンドおよびファイナルラウンド
では、競技者は競技中でもここで練習すること
ができる。ただし、主催者は途中敗退した競技
者の練習場を準備する必要はない。
競技会では、競技者およびチーム役員は競技
場内でスポーツウェアを着用しなければならな
い。

チーム内同一カテゴリーの全員は、同一チーム
のユニフォームを着用する（男女の各デザイ
ン、色彩は同一でなくてもよい）。団体戦では、
同一色彩とスタイルのシャツ、および同一色彩
のパンツ・ショートパンツ・スカートでなければな
らない。

チーム内同一カテゴリーの全員は、同一チーム
のユニフォームを着用する（男女の各デザイ
ン、色彩は同一でなくてもよい）。団体戦では、
同一色彩とスタイルのシャツ、および同一色彩
のパンツ・ショートパンツ・スカートでなければな
らない。チーム役員も、同じチームの役員と認
識し易いものを着用する。

【追加】
競技会での練習（プラクティス）は、競技会場で
行う。

213

216 1214

【追加】
アルコールテストが行われ、競技会の終了まで
に競技者から明確な陽性反応が出た場合、そ
の競技者はその競技会から除外され、このこと
は本連盟に報告される。なお、その競技者は
ドーピング防止規則に従って制裁の対象とな
る。

３つ目の●
どの距離での行射時でも、車椅子の全部品は

競技者の脇の下１１０㎜以下でなくてはならな

い。

３つ目の●
どの距離での行射時でも、車椅子の全部品は

競技者の脇の下１１０㎜より下でなくてはならな

い。ただし、Ｗ１競技者で、医学的な理由により

椅子の背面の高さを脇の下１１０㎜よりも高い

位置にする場合は、クラス分け委員がその追
加の高さを認め、競技者のクラス分けカードに
その旨を記載する。

競技会の期間中、競技者は、常にスポーツ靴を
着用しなければならない。
　　・ビジネスシューズ・サンダルは認められな
い（爪先の出たものは不可）。

競技会の期間中、競技者、チーム役員および
競技役員は、常にスポーツ靴を着用しなければ
ならない。ただし、クラス分けカードに記載のあ
る障害のある競技者は除く。ビジネスシューズ・
サンダルは認められない（足全体を覆っていな
いものは不可）。
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第３章　フィールドアーチェリー
条 項 条 項

1

2

3

(1)

(1)

(1)
(2)
(3)

302

303 303

222220

302

ケーブルガードは使用することができる。
ブレース付きのハンドル、スプリット・ケーブル
は使用することができる。ただし、それらが常に
競技者の手または手首に接してはならない。

次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、
フィンガースリング、ベルトクィーバー、ヒップ
クィーバー、グランドクィーバー。…（中略）…電
気または電子によらない風向表示装置（軽いひ
も状のもの）を用具に付着してもよい。

コンパウンドボウは、シュートスルータイプでも
よく、プーリー、カムまたは両者の組み合せによ
るシステムによってドローウェイトが機械的に変
換されるものである。弓は、カム、弓のリムのス
トリングノックの間に、ケーブルまたは弦を直接
張り、あるいは偏心ホィールまたは適合するよ
うに特別に設計されたボウケーブルに接続して
使用する。電気的および電子的な装置は使用
することはできない。
ピークドローウェイトは、６０ポンド以下とする。

リリースエイド
どのようなリリースエイドでも、手首、肘、または
肩に装着し、または口にくわえて使用すること
ができる。ただし、リカーブボウについてはいか
なるリリースエイドも認められない。

リリースエイド
どのようなリリースエイドでも、手首、肘、または
肩に装着し、あるいは口にくわえて使用するこ
とができ、弦に常時取り付けた状態で使用する
ことができる。ただし、リカーブオープンのクラス
についてはいかなるリリースエイドも認められな
い（マウスタブを除く）。

2016～2017年版 2018～2019年版
この条項は、競技者が競技会で使用することが
できる用具について定める。

301 本章では、競技者が競技会で使用することがで
きる用具について定める。本競技規則に適応し
た用具を使用することは競技者の責任である。
本競技規則に違反する用具の使用が発見され
た競技者は、得点のすべてを失う。本章では、
まず、それぞれの部門の規則を示し、その後、
すべての部門に共通する規則を示す。

ブロック
脚の長さに違いのある競技者は、片足を上げ
るための台、または靴の一部としたものを、そ
の素材に制限なく使用できる。これにより、行射
時に安定した状態を保つことができる。

ブロック
脚の長さに違いのある競技者は、立っていると
きにより安定するように、その素材に制限なく片
足を上げるための台、または靴の一部としたも
のを、片方の足の下に使用することができる。
大きさと位置の制限は、用具説明書に記載さ
れ、随時更新される。

1

審判員の検査を受けていない用具を使用する
必要が生じたときには、競技者は、自分の責任
において、使用前にその用具を審判員に提示
して検査を受けなければならない。
本競技規則に違反する用具の使用が発見され
た競技者は、得点のすべてを失う。

301

指用のテープ（絆創膏）、シューティンググラブ
（手首のストラップを認める）、シューティングタ
ブのような指の保護具またはこれらを組み合わ
せたものを、弦を引き、リリースするために使用
することができる。ただし、これらに、弦を引き、
リリースの助けとなる装置が付いていてはなら
ない。
指の保護具として、アンカーリングのためのア
ンカープレート、親指または弦を引く指以外の
ための指用のレスト、保護具を指に固定するた
めに指の周りに巻く指用ストラップ、矢を挟み付
けないために指の間に設けたセパレーター、タ
ブの素材、構造を固定するためのタブプレート、
手の位置を一定にするためのプレートエクステ
ンションは使用することができる。指の保護具
は、どのような構造、素材でもよい。指の保護
具のいかなる部分も親指と指の間を含む手の
部分および手首の位置より小さくなくてはなら
ず、手首の動きを制限するものであってはなら
ない。…（後略)

8 指サック、グラブ、またはシューティングタブまた
はテープ（絆創膏）のような指の保護具を、弦を
引き、リリースするために使用することができ
る。ただし、これらに、弦を引き、リリースの助け
となる装置が付いていてはならない。アンカーリ
ングのために、指の保護具（タブ）に設けたアン
カープレートまたは同様の装置は使用すること
ができる。
矢を挟み付けないために指の間に設けたセパ
レーター（カウンターピンチ）は使用することが
できる。…（後略)

8

10 次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、ベ
ルトクィーバー、グランドクィーバー、リムセー
バー、地上から１cm以下の高さのフットマー
カー。…（中略）…電気または電子によらない風
向表示装置（軽いひも状のもの）を用具に付着
してもよく、ウェイティングライン後方では電子
風向表示装置を使用しても良い。

10

1 コンパウンドボウは、シュートスルータイプでも
よく、プーリー、カムまたは両者の組み合せによ
るシステムによってドローウェイトが機械的に変
換されるものであって、ピークドローウェイトは、
６０ポンド以下とする。
弓は、２個のストリングノックの間に、１本の弦
を直接張り、あるいは偏心ホィールまたは適合
するように特別に設計されたボウケーブルに接
続して使用する。
ケーブルガードは使用することができる。　　ブ
レース付きのハンドル、スプリット・ケーブルは
使用することができる。ただし、それらが常に競
技者の手または手首に接してはならない。
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すべてのラウンドで、各標的に1チームで３射
（１名１射）標的ごとにグループ内で行射の順序
を変更することができる。ある標的で最後に行
射したチームは、次の標的では最初に行射す
る。

グループ内の競技者は、その標的の採点が終
了するまで距離について話し合ってはならな
い。

310

次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、ベ
ルトクィーバー、グランドクィーバー。…（後略）

9 9

（前略）…弓は、裸弓でなければならず、後述す
るアローレストを除き、照準の助けとなるいかな
る突起物、目印、傷、薄片も付けてはならない。

ライザーの下部におもりを付けることができる。
その形状にかかわらずすべてのおもりはロッ
ド、エクステンション、ショックアブソーバー装置
を装着せずに直接ライザーに取り付けなけれ
ばならない。

305

2

練習会場ではウェイティングラインより前方、お
よび競技中のフィールドコース内で、電子的通
信装置（携帯電話を含む）、ヘッドホンおよびイ
ヤホン等を使用した装置または音を減少させる
装置。

競技会の期間中のコース内で、電子的通信装
置（携帯電話を含む）、ヘッドホンおよびイヤホ
ン等を使用した装置または音を減少させる装
置。

団体戦 団体戦
すべてのラウンドで、各標的に１チームで３射
（１名１射）を行射する。最初の標的では、予選
ラウンドの上位チームが行射の順序を決定す
る。以降は、累計得点の低いチームが次の標
的を先に行射し、両チームが同点の場合、最初
に先射ちしたチームが先に行射する。

以下の場合、矢を発射したとはみなさない。

305

（前略）…弓は、裸弓でなければならず、後述す
るアローレストを除き、弓のウインドウ部分に照
準の助けとなるいかなる突起物、目印、傷、薄
片も付けてはならない。
ライザーの下部におもりを付けることができる。
その形状にかかわらずすべてのおもりはロッ
ド、エクステンション、角度調整装置、ショックア
ブソーバー装置を装着せずに直接ライザーに
取り付けなければならない。

次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、ベ
ルトクィーバー、グランドクィーバー、リムセー
バー。…（後略）

次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、
フィンガースリング、ベルトクィーバー、バック
クィーバー、ヒップクィーバー、グランドクィー
バー。
次の用具は使用することができる。
アームガード、チェストガード、ボウスリング、
フィンガースリング、ベルトクィーバー、バック
クィーバー、ヒップクィーバー、グランドクィー
バー。…（後略）

1

弦は、その目的にかなった材質の原糸を使い、
好みの本数や色を合わせて作ることができる。
弦には、引き手の指またはリリースエイドを掛
けるためのセンターサービングを有する。弦に
は、ノッキングポイント（複数）を付けることがで
き、ここには、必要ならば、矢のノックをつがえ
るために追加のサービングを巻くことができる。
さらに、リップマークまたはノーズマーク、ピープ
ホール、ピープホールホールドインライン装置、
ループストリング等としてそれぞれ１個の付着
物を弦に付けることが許される。

弦（ボウストリング）は、どのような形状のものも
使用することができ、ノッキングポイントを付け
るためのサービングを巻くこと、また、リップマー
ク、ノーズマーク、ピープホール、ピープホール
ホールドインライン装置、Ｄループボウストリン
グ、ストリングサイレンサー、ボウストリングウェ
イト等を付着物として弦に付けることが許され
る。

以下の場合、矢を発射したとはみなさない。
競技者が、両足の位置を動かさずに自分の弓
で触れることができる矢。ただし、跳ね返り矢を
除く。

弓から落ちて競技者が触れることのできる場
合、もしくは競技者が、斜面に落ちた矢の最初
の着地点が、ペグに対する両足の位置を動か
さずに自分の弓で触れることができる場合。た
だし、跳ね返り矢を除く。

競技会の期間中、公正を保つために、競技者、
コーチおよびチーム役員はアンマークコースの
距離について誰にも知らせてはならない。

競技者、コーチおよびチーム役員もしくはその
他のいかなる者も、距離、角度およびその他の
助言的情報についてその日の競技が終了する
まで話し合ってはならない。
グループ内の競技者は、その標的の採点が終
了するまで距離について話し合ってはならな
い。コーチおよびチーム役員は、予選ラウンド
の競技中は競技者と話をしてはならない。この
規則に違反したコーチは、１回目の違反では審
判員から警告を与えられるとともに、コース入
場に必要なＩＤカードにその旨を記入する。２回
目の違反では、ＩＤカードを没収し、残りの競技
会について、ＩＤカードの必要なエリアへの立ち
入りを禁止する。このことは競技委員長に報告
される。
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【追加】
フィールドラウンドでは、個人戦および団体戦の
制限時間は２分である。
【追加】
３Ｄラウンドでは、個人戦の制限時間は１分、団
体戦は２分である。
【追加】
３Ｄラウンドでは、個人戦の制限時間は１分、団
体戦は２分である。

３Ｄラウンドでは、シューティングペグに掲示さ
れていなければ、すべてのスコアリングゾーン
が有効となる。

３Ｄラウンドでは、スコアリングゾーンが標的の
絵に示される。

1 1321

【追加】
行射がＤＯＳによって管理されている場合、時
間管理装置が残り時間を表示し、審判員がイエ
ローカードを表示する必要はない。

【追加】
この条項にある不当な遅れに関する審判員の
判定は最終である。

フィールドラウンド：予選ラウンドでは３分
フィールドラウンド：イリミネーションラウンドでは
２分
３Ｄラウンド：予選ラウンドでは２分
３Ｄラウンド：イリミネーションラウンドでは１分
フィールドおよび３Ｄ団体戦イリミネーション：
ファイナルラウンドでは２分

321

313314

317

318 318

制限時間は、フィールドラウンドでは１標的につ
き３分、３Ｄラウンドでは、予選ラウンドは１分
半、イリミネーションラウンドおよびファイナルラ
ウンドでは１分とする。行射可能になるとすぐに
シューティングペグに入ることが求められ、競技
者がシューティングペグの行射位置に着いたと
きから計測する。

【追加】
競技者がそのグループに残ることができず、前
半の予選ラウンドの間にコースを離れなければ
ならない場合、その競技者は後半の予選ラウン
ドに参加することができない。
【追加】
競技者がそのグループに残ることができず、後
半の予選ラウンドの間にコースを離れなければ
ならない場合、その競技者はイリミネーションラ
ウンドに参加することができない。
制限時間は、下記のように適用される。

団体戦では、他のチームの妨げにならなけれ
ば、そのチームの３名の競技者およびコーチの
間で距離の話し合いをしてもよい。どのチーム
役員も、距離を伝えてはならない。…（中略）…
必要であれば、１チームにつき１名以上が、予
備の弓をチームに運ぶために同行できるが、ア
ニマル標的の絵のあるシューティングペグの手
前で待機せねばならず、行射中にチームをコー
チすることはできない。コーチはチームと行動を
共にする。女子（男子）チームのコーチは、男子
（女子）チームに合流することはできない。…
（後略）

団体戦では、そのチームの３名の競技者および
コーチの間でのみ話し合いをしてもよい。どの
他のチーム役員とも、距離を伝えてはならな
い。…（中略）…「コーチボックス／エリア」が設
けられている場合、コーチは行射が行われてい
る間、このエリアに留まらなければならない。
必要であれば、１チームにつき１名以上が、予
備の弓をチームに運ぶために同行できるが、行
射するエリアの外で待機せねばならず、行射中
にチームをコーチすることはできない。女子、男
子またはジュニアチームのコーチは、同一所属
団体の他のチームに合流することはできない。
…（後略）

（前略）…競技者は、抽選の順番によるスタート
リストに従って、順次、決められた標的および行
射位置に配置される。

（前略）…２名の同一所属団体の競技者は、主
催者によってできるだけ同じ標的から競技を開
始しないように行射位置に配置される。
【追加】
３Ｄラウンドで、２個の標的が設置されている場
合、左側の競技者が左側の標的を行射し、右
側の競技者が右側の標的を行射する。

（用具故障） （用具故障）
【追加】
医学的理由もしくは用具破損によって行射を続
けられなくなった競技者が、後半の予選ラウン
ドもしくはイリミネーションラウンドを続けるため
には、そのグループがその日の全標的を行射
し、採点を終了するまでそのグループと共に
コース内に残らなければならない。行射できな
かったすべての矢は、Ｍ（ミス）と記録する。

2327332 跳ね返り、または貫通の場合、得点記録は以
下のとおりに行う。

跳ね返り、貫通または標的に埋没し、標的面か
ら見えない場合、得点記録は以下のとおりに行
う。

そのグループの全競技者が、バットレスから跳
ね返り、または貫通した矢の得点について同意
した場合、その矢は同意された得点とする。

そのグループの全競技者が、バットレスから跳
ね返り、または貫通した矢の得点について同意
した場合、もしくは埋没した矢が見えている場
合、その矢は同意された得点とする。
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第３２章
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1

1

1

1

第３３章 411
1

ＷＡ憲章および競技規則３２．５「Flight
Shooting」参照のこと。

（フライトアーチェリー）

ＷＡ憲章および競技規則３２．２「The Duel
Match Round」参照のこと。
（フォレストラウンド）
ＷＡ憲章および競技規則３２．３「The Forest
Round」参照のこと。
（クラウトアーチェリー）
ＷＡ憲章および競技規則３２．４「The Clout
Round」参照のこと。

後半のステージに入ってから競技会を中止する
ときには、残り時間と競技会場の状況とを勘案
して競技の進行を変更し、勝者を決定する。

（前略）…競技者が、この戻し方を続ける場合、
安全のために、直ちに審判長が行射の中止と
競技場からの退去を命ずる。

（前略）…競技者が、この戻し方を続ける場合、
安全のために、直ちに審判長が行射の中止と
競技場からの退去を命ずる。競技者は、標的に
向けてのみ狙い引かなければならない。

スコアカードの管理は、競技者自身の責任であ
る。紛失、汚損、または盗難があってもカードの
再発行は行わない。

グループの全競技者は、自身のスコアカードの
保護に責任を持つ。競技者は、スコアカードを
濡れ、汚損または紛失等の防止に努める。カー
ドの再発行は通常行わない。
【追加】
アルコールテストが行われ、競技会の終了まで
に競技者から明確な陽性反応が出た場合、そ
の競技者はその競技会から除外され、このこと
は本連盟に報告される。なお、その競技者は
ドーピング防止規則に従って制裁の対象とな
る。

ランアーチェリーは、クロスカントリーランニング
とアーチェリーとの複合競技である。詳細はＷ
Ａ憲章および競技規則３２．７「Run Archery」を
参照のこと。

（クラブラウンド）
ＷＡ憲章および競技規則３２．１「Club Rounds」
参照のこと。
（デュアルマッチラウンド）

イリミネーションラウンドに入ってから競技会を
中止するときには、残り時間と競技会場の状況
とを勘案して競技の進行を変更し、勝者を決定
する。

410

クラブラウンド
デュアルマッチラウンド

フォレストラウンド
クラウトラウンド

フライトシューティング
アカデミックラウンド

ランアーチェリー
スタンダードラウンド

　ＷＡ憲章および競技規則を参照のこと

その他のアーチェリーラウンド

2327332

333 328 2

【追加】
３Ｄラウンドでは、跳飛した矢は、Ｍ（ミス）と記
録する。

ｃ　個人戦のシュートオフの制限時間は、４０秒
とする。

ｃ　シュートオフの制限時間は、フィールドでは４
０秒とし、３Ｄでは１分とする。

フィールドラウンドでは、シュートオフはその部
門の最長距離の個別の標的で行う。
３Ｄラウンドの予選ラウンドおよびイリミネーショ
ンラウンドでは、シュートオフは個別の標的で行
う。
標的は、競技場の中央の観客席の近くに設置
する。

予選ラウンドもしくは次のイリミネーションラウン
ドへの進出のシュートオフでは、標的は、競技
場の中央近くに設置する。
ａ　フィールドラウンドでは、シュートオフはその
部門の最長距離の標的で行う。
ｂ　３Ｄラウンドでは、シュートオフは審判員に
よって設置された標的で行う。
ｃ　団体戦の１／４イリミネーションラウンドで
は、シュートオフは最後の標的で行う。

アローヘッドラウンドは、２４または４８個の標的
を使用する２回の完全なフィールドラウンドであ
る。標的までの距離は、第１２５条１項（９）およ
び（10）に従って設置する。ラウンドはマーク、ア
ンマーク、またはマークおよびアンマークの任
意の組み合せで使用できる。
（スキーアーチェリー）

ＷＡ憲章および競技規則を参照のこと
http://www.worldarchery.org/HOME/Rules/Co
nstitution-Rules
 

スキーアーチェリーは、クロスカントリースキー
とアーチェリーとの複合競技である。詳細はＷ
Ａ憲章および競技規則３３．１～３２「Ski-
Archery」参照のこと。

（スタンダードラウンド）
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407

409

スキーアーチェリー

ＷＡ憲章および競技規則３２．８「Standard
Round」参照のこと。
（インドアラウンド）
複合ラウンドは、１８mラウンドと２５mラウンドを
１日または２日間で、いずれかのラウンドから開
始して連続して行う。
（フィールドラウンド）

（アウトドアラウンド）
９００ラウンドは、６０、５０、４０mの各距離で１２
２cm標的面を使用し、各３０射する。
（ランアーチェリー）
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部分検体の採取 部分検体の採取
(1) (1)

(4) (4)

(7) (7)

(8) (8)

ガラス瓶への分注
…（中略）…
・ 競技者は、A瓶のキャップを開け、採尿カップ
から尿を全量そそぐ。　　　　　　　　　　　　　　…
（後略）

ガラス瓶への分注
…（中略）…
・ 競技者は、A瓶のキャップを開け、採尿カップ
から尿を全量そそぎ入れる。　　　　　　　　　　…
（後略）

一般会員規程

ドーピング防止規則

ドーピング検査通告書の準備
・ 通告内容の記入された公式記録書に、該当
競技者の連絡先等競技者情報を記入する。

ドーピング検査通告書の準備
・ 通告内容の記入された通告書に、該当競技
者の連絡先等競技者情報を記入する。

通告書の受け取り
（前略）…
・ 競技者は同伴者を選ぶ。競技者が20歳未満
の場合は、必ず20歳以上の同伴者を同行する
こと。

2016～2017年版 2018～2019年版
施行
本規則は、平成16年4月1日より施行する。
本規則は、平成18年4月1日より施行する。
本規則は、平成20年10月1日より施行する。
本規則は、平成22年10月1日より施行する。
本規則は、平成24年10月1日より施行する。
本規則は、平成26年10月1日より施行する。
本規則は、平成28年10月1日より施行する。

施行
本規則は、平成16年 4月1日より施行する。
平成16年 4月　1日　　制定施行
平成18年 4月　1日　　改訂増補
平成20年10月　1日　　改訂増補
平成22年10月　1日　　改訂増補
平成24年10月　1日　　改訂増補
平成26年10月　1日　　改訂増補
平成28年10月　1日　　改訂増補
平成30年10月　1日　　改訂増補

2016～2017年版 2018～2019年版
本規程は　平成２４年１０月１日　より施行す
る。

平成１６年　４月　１日　　　改訂増補
平成２０年　４月　１日　　　改訂増補

本規程は　平成１６年　４月　１日　より施行す
る。
平成１６年　４月　１日　　　制定施行
平成２０年　４月　１日　　　改訂増補
平成２４年１０月　１日　　　改訂増補

付則２ 付則２

採尿カップの選択
・ 競技者は採尿立会いＤＣＯの確認の下、手を
よく洗う。
・ 競技者は3個以上ある中から採尿カップ1 個
を選ぶ。
・ 採尿カップに異常が無いことを確認する（袋
詰の異常等）。

採尿カップの選択
・ 競技者は採尿立会いＤＣＯの確認の下、水で
手をよく洗う。
・ 競技者は3個以上ある中から採尿カップ1 個
を選ぶ。
・ 採尿カップ等を入れた袋、カップおよびフタに
異常が無いことを確認する（袋詰の異常等）。

本競技規則は、平成２８年１０月　１日から施行
する。
…（中略）…平成２８年１０月　１日　　改訂増補

本競技規則は、昭和４４年　４月　１日から施行
する。
…（中略）…平成３０年１０月　１日　　改訂増補

通告書の受け取り
（前略）…
・ 競技者は同伴者を選ぶ。競技者が18歳未満
の場合は、必ず20歳以上の同伴者を同行する
こと。

尿意を催すまでウェイティングルームで待機す
る。

競技者は体内に残る尿を全て輩出したあと、尿
意を催すまでウェイティングルームで待機す
る。

採尿カップの選択　　　　　　　　　　　　　　　　…
（中略）…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
採尿カップに異常が無いことを確認する（袋詰
めの異常など）。

採尿カップの選択
…（中略）…
・ 採尿カップ等を入れた袋、カップおよびフタに
異常が無いことを確認する（袋詰めの異常な
ど）。

・ 比重が1.005 に達しない場合にのみ再採取と
なるが、当該検体は最後まで手順をすすめ、採
取を終わらせる。その後に再採取を行うため、
手順（2）から作業を始める。

（前略）…
・ 比重が1.005 に達しない場合にのみ再採取と
なるが、当該検体は最後まで手順をすすめ、採
取を終わらせる。その後に再採取を行うため、
手順（2）から作業を始める。この場合、新たに
規定の比重値を示す尿が採取されるまで、飲
料を摂取することはできない。

尿量確認（90ml未満）
…（中略）…
・ ＤＣＯ は尿量の確認、公式記録書の尿量の
欄に記入する。
…（後略）

尿量確認（90ml未満）
…（中略）…
・ ＤＣＯ は尿量を確認し、公式記録書の尿量の
欄に記入する。
…（後略）

（前略）…
・ 競技者はA、B 両瓶にキャップをかぶせ、ク
リック音が聞こえなくなるまで閉める。逆さにし
て洩れないことを確認する。ＤＣＯ も確認する。
・ ＤＣＯがビニール袋にA、B 両瓶を入れ密封
し、サンプルキットに戻し、蓋をする。

（前略）…
・ 競技者はA、B 両瓶にキャップをかぶせ、ク
リック音が聞こえなくなるまで閉める。逆さにし
て洩れないことを確認する。ＤＣＯ も確認する。
・A、B両瓶を閉めた時刻を公式記録書にＤＣＯ
が記入する。
・ ＤＣＯがビニール袋にA、B 両瓶を入れ密封
し、サンプルキット外箱に戻し、蓋をする。
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※ 付則３の世界アンチ・ドーピング規程の禁止物質については、毎年追加・変更があります。
疑わしいものがあれば、その都度確認もしくは問合せするようにしてください。

公認審判員規程
条 項 条 項
5 5

(2) (2)

3
4

12

16 15

審判員服装規程
条 項 条 項
3 3

1 1

（服装）
（前略）…
防寒または防水衣を着用するときには、本規程
の上衣を最上衣とし、または透明な防寒または
防水衣を着用して、常に競技者から容易に識
別可能としなければならない。
（その他の服装）

ＷＡまたは本連盟および加盟団体が開催する
審判員研修会に、２年以上出席しなかったと
き。

３級公認審判員 ３級公認審判員
年齢が２０歳以上で、競技歴３年以上の経験を
有すること。

年齢が２０歳以上で、本連盟の会員登録を１年
以上継続していること。

（３級公認審判員）
３級公認審判員は、審判業務について一定水
準以上の技術を有し、本連盟が主催または公
認する競技会の審判員の任に当たる資格を有
する。

（３級公認審判員）
３級公認審判員は、審判業務について一定水
準以上の技術を有し、本連盟が主催または公
認する競技会の審判員の任に当たる資格を有
する。
ただし、全日本学生アーチェリー連盟関係競技
会においては審判長およびＤＯＳは３級とする
ことができる。

（認定基準） （認定基準）

２年以上審判員の任に当たらなかったとき。

（施行）
本規程は、平成２８年１０月１日から施行する。
昭和４５年　４月　１日　制定施行
　　　　　…（中略）…
平成２８年１０月　１日　改訂増補

（施行）
本規程は、昭和４５年４月１日から施行する。
昭和４５年　４月　１日　制定施行
　　　　　…（中略）…
平成３０年１０月　１日　改訂増補

（資格の喪失） （資格の喪失）

付則２ 付則２
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その他の服装は、下衣は白またはベージュ系
のスラックスまたはスカートとする。
…（後略）

その他の服装は、下衣は白またはベージュ系
のスラックスまたはスカートとする。
…（後略）

（服装）
（前略）…
防寒または防水衣を着用するときには、指定の
帽子は必ず着用し、常に競技者から容易に識
別可能としなければならない。

（その他の服装）

2016～2017年版 2018～2019年版

サンプルキット・ケースの開封
・ 競技者は、自分の尿が一次保管されたサン
プルキット・ケースと公式記録書の封印シール
No.が同じかＤＣＯ と共に確認する。
・ 同じであれば、競技者はサンプルキット・ケー
スの封印シールを開封する。
…（後略）

サンプルキット・ケースの開封
・ 競技者は、自分の尿が一次保管されたパー
シャルサンプルキットの袋の番号と公式記録書
に記入した番号が同じかＤＣＯ と共に確認す
る。
・ 同じであれば、競技者はパーシャルサンプル
キットの袋を開封する。
…（後略）

2016～2017年版 2018～2019年版

（認定の特例）
全日本学生アーチェリー連盟に所属する者で、
第３学年以上で大学での競技歴２年以上の者
は、全日本学生アーチェリー連盟の申請に基づ
き、第７条３項（２）の規程の適用を免除して３級
とすることができ、全日本学生アーチェリー連盟
関係競技会においては審判長およびＤＯＳは３
級とすることができる。

【削除】
以下、各条を１つずつ繰り上げ
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２年以上競技役員・大会役員の任に当たらな
かったとき。もしくはＷＡ・ＷＡＡまたは本連盟お
よび加盟団体が開催する審判員研修会に、２
年以上出席しなかったとき。
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